
(57)【要約】

【課題】　本体の一部を樹脂製の部品で置き換えた構造

したフューエルインジェクションレールにおいて、組み

付けがワンタッチで容易にし、さらに、樹脂製部品の接

合部のシール性の信頼性向上を図る。

【解決手段】　インジェクタ取付部材３２の外周に凹部

３５を形成し、凹部３５とは離れた位置にアッパケース

３０とインジェクタ取付部３２との間をシールするシー

ル部材２９を配置し、アッパケース３０の側面には、凹

部３５に係合する係合部３７を形成するとともに、イン

ジェクタ取付部材３２のシール部材取付部寸法とアッパ

ケース３０の内寸法とがシール部材２９のしめ代を決定

する関係に設定する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 燃 料 の 導 入 さ れ る 空 間 を 形 成 す る 金 属 製 の ア ッ パ ケ ー ス と 、 イ ン ジ ェ ク タ が 取 り 付 け ら
れ る ソ ケ ッ ト 部 を 有 す る 樹 脂 製 の イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 と 、 か ら 本 体 を 構 成 し た フ ュ ー エ
ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル に お い て 、 　
　 前 記 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 の 外 周 に 凹 部 を 形 成 し 、 前 記 凹 部 と は 離 れ た 位 置 に 前 記 ア ッ
パ ケ ー ス と イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 と の 間 を シ ー ル す る シ ー ル 部 材 を 配 置 し 、 前 記 ア ッ パ ケ ー
ス の 側 面 に は 、 前 記 凹 部 に 係 合 す る 係 合 部 を 形 成 す る と と も に 、 前 記 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部
材 の シ ー ル 部 材 取 付 部 寸 法 と 前 記 ア ッ パ ケ ー ス の 内 寸 法 と が 前 記 シ ー ル 部 材 の し め 代 を 決
定 す る 関 係 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 イ ン ジ ェ ク タ 保 持 部 材 に は 、 前 記 ア ッ パ ケ ー ス の 上 壁 面 に 突 き 当 た っ て 当 該 イ ン ジ
ェ ク タ 取 付 部 材 の 凹 部 の 位 置 を 位 置 決 め す る 突 当 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 の 下 端 面 に は 、 前 記 ア ッ パ ケ ー ス の 長 手 方 向 側 面 の 端 縁 部 を
拘 束 し 、 当 該 長 手 方 向 側 面 が 内 圧 に よ り 膨 出 変 形 す る の を 防 止 す る 内 圧 変 形 防 止 ガ イ ド を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 に は 、 前 記 シ ー ル 部 材 を 複 数 段 装 着 し て な る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 係 合 部 は 、 前 記 ア ッ パ ー ケ ー ス の 側 面 を 内 側 に 折 り 曲 げ た 爪 部 か ら な る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か の 項 に 記 載 の フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 係 合 部 は 、 前 記 ア ッ パ ケ ー ス の 側 面 を 内 側 に 突 き 出 し た 突 起 部 か ら な る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か の 項 に 記 載 の フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 の エ ン ジ ン に お い て 燃 料 噴 射 装 置 供 給 部 に 用 い ら れ る フ ュ ー エ ル イ ン
ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 の エ ン ジ ン に 燃 料 を 供 給 す る 燃 料 供 給 系 で は 、 ポ ン プ か ら 燃 料 供 給 管 を 通 し て 燃
料 を フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル に 送 り 、 こ の フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル
に 取 り 付 け ら れ て い る イ ン ジ ェ ク タ に 燃 料 を 分 配 し て 、 各 イ ン ジ ェ ク タ か ら エ ン ジ ン の イ
ン テ ー ク マ ニ ホ ー ル ド に 噴 射 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル は 、 金 属 製 の も の が 主 流 で あ っ た が 、 近 年
で は 、 樹 脂 製 の も の や 、 金 属 製 部 品 と 樹 脂 製 部 品 と の 複 合 型 の フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ
ン レ ー ル が 開 発 さ れ て い る 。 そ こ で 、 図 １ １ 、 図 １ ２ に 、 従 来 の 複 合 型 の フ ュ ー エ ル イ ン
ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル を 示 す （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ １ 、 図 １ ２ に お い て 、 フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル １ ０ の 本 体 を な す 主 管 １
は 、 ソ ケ ッ ト ４ が あ る 壁 面 ３ が 樹 脂 で 成 形 さ れ て お り 、 そ れ 以 外 の 側 壁 ２ １ 、 ２ ２ お よ び
上 面 ２ ３ は 鋼 板 で 作 ら れ て い る 。 壁 面 ３ は 、 そ の 平 面 か ら 直 角 方 向 下 方 に イ ン ジ ェ ク タ を
取 り 付 け る た め の ソ ケ ッ ト ４ が 一 体 成 形 さ れ て い る 。 主 管 １ の 側 壁 ２ １ 、 ２ ２ の 下 端 は 外
方 に 折 り 曲 げ ら れ さ ら に 内 側 へ と 折 り 返 さ れ る こ と に よ り 、 内 側 に 凹 溝 ５ が 形 成 さ れ て お
り 、 こ の 凹 溝 ５ に 壁 面 ３ の 外 周 縁 が 係 合 し 、 シ ー ル 部 材 ６ を 介 し て カ シ メ に よ り 固 定 さ れ
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て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う に 金 属 製 の 主 管 １ の 一 部 を 樹 脂 製 の 壁 面 ３ で 置 き 換 え る こ と に よ り 、 ソ ケ ッ ト
相 互 の 間 隔 や 取 り 付 け 位 置 に ば ら つ き が な く な り 、 ま た 軽 量 化 を 達 成 す る こ と が で き る よ
う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 平 ５ － ４ ３ ３ ５ ５ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 実 公 平 ５ － ４ ３ ３ ５ ５ 号 の よ う に 、 樹 脂 製 の 部 品 で あ る 壁 面 ３ を 主 管 １
に カ シ メ に よ り 固 定 す る 構 造 に お い て 、 十 分 な シ ー ル 性 を 確 保 す る た め に は 、 シ ー ル 部 材
６ 全 周 に 均 一 な カ シ メ 代 を 持 た せ る た め に 、 主 管 １ の 側 壁 ２ １ 、 ２ ２ を 折 り 曲 げ て 凹 溝 ５
を 加 工 す る 際 に 厳 密 な 管 理 の も と で 曲 げ 加 工 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 し か し 実 際 の 量 産
過 程 で は 困 難 で あ り 、 信 頼 で き る シ ー ル 性 能 の 量 産 品 質 を 確 保 す る こ と は 現 実 的 で は な い
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 凹 溝 の 加 工 、 カ シ メ 加 工 と い う よ う に 、 難 度 の 高 い 加 工 に よ り 製 造 工 程 が 複 雑 化
す る と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 前 記 従 来 技 術 の 有 す る 問 題 点 を 解 消 し 、 本 体 の 一 部 を 樹 脂 製
の 部 品 で 置 き 換 え た 構 造 の フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル で あ り な が ら 、 組 み 付 け が
ワ ン タ ッ チ で 容 易 で あ る 上 に 、 樹 脂 製 部 品 の 接 合 部 の シ ー ル 性 の 信 頼 性 向 上 を 達 成 で き る
よ う に し た フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 燃 料 の 導 入 さ れ る 空 間 を 形 成 す る 金 属 製 の ア
ッ パ ケ ー ス と 、 イ ン ジ ェ ク タ が 取 り 付 け ら れ る ソ ケ ッ ト 部 を 有 す る 樹 脂 製 の イ ン ジ ェ ク タ
取 付 部 材 と 、 か ら 本 体 を 構 成 し た フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル に お い て 、 前 記 イ ン
ジ ェ ク タ 取 付 部 材 の 外 周 に 凹 部 を 形 成 し 、 前 記 凹 部 と は 離 れ た 位 置 に 前 記 ア ッ パ ケ ー ス と
イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 と の 間 を シ ー ル す る シ ー ル 部 材 を 配 置 し 、 前 記 ア ッ パ ケ ー ス の 側 面 に
は 、 前 記 凹 部 に 係 合 す る 係 合 部 を 形 成 す る と と も に 、 前 記 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 の シ ー ル
部 材 取 付 部 寸 法 と 前 記 ア ッ パ ケ ー ス の 内 寸 法 と が 前 記 シ ー ル 部 材 の し め 代 を 決 定 す る 関 係
に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 組 み 付 け が ワ ン タ ッ チ で 容 易 で あ る 上 に 、 ア ッ パ ケ ー ス の 内 寸 法 や 、
イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 の シ ー ル 部 材 取 付 部 寸 法 を 管 理 す る こ と は 容 易 で あ る の で 、 シ ー ル
性 に つ い て 信 頼 性 の 高 い 量 産 品 質 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル の 実 施 形 態 に つ い て 、 添 付 の 図
面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 　
　 　 　 　 第 １ 実 施 形 態 　
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル の 一 部 を 切 り
欠 い た 側 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル の 本 体 の 横 断 面 を 示 す
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ 、 図 ２ に お い て 、 参 照 番 号 ２ ０ は 、 フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル の 本 体 を 示
す 。 こ の 本 体 ２ ０ は 、 金 属 製 の ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ と 、 樹 脂 製 の イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２
と を 組 み 合 わ せ て な る も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ は ス テ ン レ ス 鋼 板 を 素 材 に プ レ ス 成 形 に よ り 細 長 い 有 底 ケ ー ス の 形 状
に 絞 り 加 工 さ れ た も の で 、 燃 料 供 給 管 ２ ８ か ら 燃 料 の 導 入 さ れ る 空 間 を 形 成 す る 。 イ ン ジ
ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ は 、 ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ の 開 口 を 塞 ぐ 細 長 い 板 状 に 射 出 成 形 に よ り 成 形
さ れ た 部 材 で あ り 、 図 ２ に 示 す よ う に イ ン ジ ェ ク タ ３ ３ が 圧 入 に よ り 取 り 付 け ら れ る 円 筒
状 の 穴 が ソ ケ ッ ト 部 ３ ４ と し て 複 数 箇 所 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ に 対 し て イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ を 挿 入 す る だ け
で 以 下 の よ う に ワ ン タ ッ チ で 組 み 付 け が 完 了 す る 構 造 と な っ て い る 。 す な わ ち 、 イ ン ジ ェ
ク タ 取 付 部 材 ３ ２ の 外 周 に は 、 周 方 向 に 延 び る 凹 部 ３ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 凹 部
３ ５ に 係 合 す る 係 合 部 と し て 、 ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ の 長 手 方 向 の 側 面 ３ ６ に は 爪 部 ３ ７ が 形
成 さ れ て い る 。 こ の 爪 部 ３ ７ は 、 長 手 方 向 に あ る 程 度 の 長 さ を も つ 爪 片 を 側 面 ３ ６ か ら 内
側 に 折 り 曲 げ て な る も の で あ る 。 こ の 場 合 、 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ を ア ッ パ ー ケ ー ス
３ ０ に 挿 入 す る 過 程 で は 、 爪 部 ３ ７ は 外 側 に 弾 性 変 形 し て イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ の 移
動 を 許 容 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ の 端 面 は 、 ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ の 上 壁 面 ３ ０ ａ に 突 き 当 た っ て
凹 溝 ３ ５ の 位 置 を 位 置 決 め す る 突 当 部 と し て 構 成 さ れ て い る 。 こ の 突 き 合 っ た 状 態 で は 、
爪 部 ３ ７ は 凹 部 ３ ５ に 係 合 す る 位 置 に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 ３ ２ の 外 周 面 に は 、 凹 部 ３ ５ か ら 離 れ た 位 置 に シ ー ル 用 溝 ３ ８ が 形
成 さ れ て お り 、 こ の シ ー ル 用 溝 ３ ８ に は 、 ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ と イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２
と の 間 を 液 密 に シ ー ル す る シ ー ル 部 材 ３ ９ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ を ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ に 嵌 合 さ せ る だ け で
信 頼 性 の 高 い シ ー ル 性 が 得 ら れ る よ う に 、 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ の シ ー ル 部 材 取 付 部
寸 法 と ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ の 内 寸 法 と が シ ー ル 部 材 ３ ２ の し め 代 を 決 定 す る 関 係 に 設 定 さ れ
て い る 。 例 え ば 、 図 ２ に お い て 、 ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ の 幅 方 向 の 内 寸 法 を Ａ 、 イ ン ジ ェ ク タ
取 付 部 材 ３ ２ に あ っ て シ ー ル 部 材 ３ ９ の 取 付 部 寸 法 を Ｂ （ こ の 場 合 、 シ ー ル 用 溝 ３ ８ の と
こ ろ の 外 径 ） と す る と 、 内 寸 法 Ａ と シ ー ル 部 材 ３ ９ の 取 付 部 寸 法 Ｂ の 差 が ど の よ う に 設 定
さ れ る か で 、 シ ー ル 部 材 ３ ９ の 効 き 方 が 違 っ て く る 。 し た が っ て 、 内 寸 法 Ａ に 対 し て シ ー
ル 部 材 取 付 部 寸 法 Ｂ を シ ー ル 部 材 ３ ９ の 適 正 な し め 代 を 見 込 ん で 設 定 す れ ば 、 シ ー ル 部 材
３ ９ に つ い て 信 頼 性 の 高 い シ ー ル 性 を 確 保 で き る 。 こ の 点 は 、 長 手 方 向 の 内 寸 法 と 取 付 部
寸 法 の 関 係 に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 第 １ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 イ ン ジ ェ ク タ 取 付
部 材 ３ ２ に シ ー ル 部 材 ３ ９ を 装 着 し て お き 、 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ を ア ッ パ ケ ー ス ３
０ に 挿 入 す る 。 そ し て 、 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ の 端 面 が ア ッ パ レ ー ス ３ ０ の 上 壁 面 ３
０ ａ に 突 き 当 た る ま で 押 し 込 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 爪 部 ３ ７ の 先 端 が イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ の 凹 部 ３
５ に 係 合 す る の で 、 ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ に 対 し て イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ が 固 定 さ れ る 。
こ の と き 、 シ ー ル 部 材 ３ ９ に よ る シ ー ル が 効 い て い る の は 上 述 し た と お り で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 、 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ を ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ に 嵌 合 さ せ る だ け で ワ ン タ
ッ チ で 簡 単 に 組 み 付 け が 完 了 す る 。 し か も 、 量 産 す る 場 合 に 、 ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ の 内 寸 法
や 、 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ で の シ ー ル 部 材 取 付 部 寸 法 を 管 理 す る こ と は 容 易 で あ る の
で 、 シ ー ル 性 に つ い て 信 頼 性 の 高 い 量 産 品 質 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ の 爪 部 ３ ７ に つ い て は 、 最 初 か ら 内 側 に 折
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り 曲 げ ず に 、 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ を 先 に 嵌 め 込 ん で か ら 外 側 が 力 を 加 え て 折 り 曲 げ
る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 　 　 第 ２ 実 施 形 態 　
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル を 示 す 一 部 切
り 欠 き 側 面 図 で 、 図 ６ は 横 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ を 固 定 す る の に 、 爪 部 ３ ７ に 代 え て
、 ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ の 長 手 方 向 の 側 面 か ら 窪 ん で 内 側 に 突 き 出 す よ う に 形 成 さ れ た 複 数 の
突 起 部 ４ ０ を 利 用 し て い る 。 こ の 突 起 部 ４ ０ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 要 求 さ れ る 固 定 強 度
に 応 じ て 、 適 当 な 箇 所 に 必 要 な 数 だ け 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ で は 、 突 起 部 ４ ０ が 係 合 す る 凹 部 ３ ５ が 形 成 さ れ て い る 点 と
、 ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ の 内 寸 法 に 対 し て イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ で の シ ー ル 部 材 取 付 部 寸
法 を シ ー ル 部 材 ３ ９ の 適 正 な し め 代 を 見 込 ん で 設 定 し て い る 点 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 他 方 、 こ の 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 二 つ の シ ー ル 部 材 ３ ９ を 用 い て ２ 段 の シ ー ル を 構 成 し て
い る 。 ま た 、 ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ の 断 面 形 状 に 対 応 さ せ て 、 凹 部 ３ ５ の 位 置 を 位 置 決 め す る
突 き 当 て 部 と し て 凸 に 盛 り 上 が っ た 第 １ 突 き 当 て 部 ４ １ と 、 板 状 の 第 ２ 突 き 当 て 部 ４ ２ を
イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ に 一 体 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 第 ２ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に イ ン ジ ェ ク タ 取
付 部 材 ３ ２ を ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ に 嵌 合 さ せ る だ け で ワ ン タ ッ チ で 簡 単 に 組 み 付 け が 完 了 し
、 し か も 、 ２ 段 の シ ー ル 部 材 ３ ９ に よ り 、 シ ー ル 性 に つ い て 高 い 一 層 信 頼 性 の 高 い 量 産 品
質 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 シ ー ル 部 材 ３ ９ と 凹 部 ３ ５ の 位 置 関 係 に つ い て は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 シ ー ル 部
材 ３ ９ が 凹 部 ３ ５ の 上 側 に 位 置 し て も よ い し 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 シ ー ル 部 材 ３ ９ が 凹 部
の 下 側 に 位 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 　 　 　 第 ３ 実 施 形 態
　 次 に 、 図 ８ 並 び に 図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ
ー ル を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 第 ３ 実 施 形 態 は 、 第 １ 実 施 形 態 の イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ に 内 圧 変 形 防 止 部 を 設
け 、 フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル に 供 給 さ れ た 燃 料 の 内 圧 に よ り ア ッ パ ケ ー ス ３ ０
が 変 形 し た と き の シ ー ル 性 能 の 低 下 を 防 止 す る よ う に 改 良 し た も の で あ る 。 　
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ の 下 端 面 に は 、 外 側 に 張 り 出 す よ う に 内
圧 変 形 防 止 部 ４ ４ が 全 周 に 亘 っ て 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 内 圧 変 形 防 止 部 ４ ４ は コ
字 型 に 屈 曲 し 、 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ を 固 定 す る と 同 時 に ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ の 長 手 方
向 側 面 ３ ６ の 端 縁 部 が 嵌 合 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 燃 料 に よ る 内 圧 が 加 わ る と 、 ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ で は 長 手 方 向 の 側 面 ３ ６ は ふ く ら む こ と
が あ る 。 そ し て 、 側 面 ３ ６ が ふ く ら む と シ ー ル 部 材 ３ ９ の シ ー ル 性 能 が 著 し く 低 下 す る 。
と こ ろ が 、 こ の 第 ３ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ア ッ パ ー ケ ー ス ３ ０ の 長 手 方 向 側 面 ３ ６ の 端 縁 部
が 内 圧 変 形 防 止 部 ４ ４ に 拘 束 さ れ て い る の で 、 ふ く ら む よ う な 変 形 を 抑 え ら れ る の で 、 シ
ー ル 性 能 の 低 下 を 確 実 に 防 止 で き る 。 こ の よ う な 内 圧 変 形 防 止 部 は 、 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部
材 ３ ２ の 全 周 に 設 け る 必 要 は か な ら ず し も な く 、 必 要 な 部 分 に 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 別
部 品 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 図 ９ は 、 内 圧 変 形 防 止 部 ４ ４ を 図 ４ の 実 施 形 態 の イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ に 適
用 し た 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 　 　 第 ４ 実 施 形 態 　
　 次 に 、 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル を 示
す 。 　
　 こ の 第 ４ 実 施 形 態 で は 、 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ を 固 定 す る の に 、 ア ッ パ ケ ー ス ３ ０
と は 別 部 品 の 固 定 部 材 ５ ０ を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 固 定 部 材 ５ ０ は 、 図 １ に お け る ソ ケ ッ ト 部 ３ ４ の 穴 を 避 け た 位 置 で 、 必 要 な 数 が 用
い ら れ る 。 固 定 部 材 ５ ０ は 、 コ 字 型 の 部 材 で 両 側 に 爪 部 ５ １ が 形 成 さ れ て い る 。 ア ッ パ ケ
ー ス ３ ０ の 長 手 方 向 側 面 ３ ６ に は 穴 部 ５ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 爪 部 ５ １ の 先 端 は 穴 部 ５ ２
か ら ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ の 内 側 に 突 き 出 て 、 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３ ２ の 凹 部 ３ ５ に 係 合 す
る よ う に な っ て い る 。 な お 、 ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ の 内 寸 法 に 対 し て イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材 ３
２ で の シ ー ル 部 材 取 付 部 寸 法 を シ ー ル 部 材 ３ ９ の 適 正 な し め 代 を 見 込 ん で 設 定 し て い る 点
は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 第 ２ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に イ ン ジ ェ ク タ 取
付 部 材 ３ ２ を ア ッ パ ケ ー ス ３ ０ に 嵌 合 さ せ る だ け で ワ ン タ ッ チ で 簡 単 に 組 み 付 け が 完 了 し
、 し か も 、 ２ 段 の シ ー ル 部 材 ３ ９ に よ り 、 シ ー ル 性 に つ い て 高 い 一 層 信 頼 性 の 高 い 量 産 品
質 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル の 一 部 切 り 欠 き
側 面 図 。
【 図 ２ 】 同 第 １ 実 施 形 態 に よ る フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル の 横 断 面 図 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 に よ る フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル に お い て 、 イ ン ジ ェ ク タ
取 付 部 材 の 取 付 方 を 示 す 横 断 面 図 。
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 形 態 に よ る フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル に お い て 、 イ ン ジ ェ ク タ
取 付 部 材 の 別 の 取 付 方 を 示 す 横 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル の 一 部 切 り 欠 き
側 面 図 。
【 図 ６ 】 同 第 ２ 実 施 形 態 に よ る フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル の 横 断 面 図 。
【 図 ７ 】 同 第 ２ 実 施 形 態 に よ る フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル の 他 の 変 形 例 の 横 断 面
図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル の 横 断 面 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル の 変 形 例 の 横 断
面 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル の 横 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 従 来 技 術 に 係 る フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル の 縦 断 面 図 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル の 横 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ２ ０ 　 フ ュ ー エ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン レ ー ル の 本 体
　 ３ ０ 　 ア ッ パ ケ ー ス
　 ３ ２ 　 イ ン ジ ェ ク タ 取 付 部 材
　 ３ ４ 　 ソ ケ ッ ト 部
　 ３ ５ 　 凹 部
　 ３ ７ 　 爪 部
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　 ３ ９ 　 シ ー ル 部 材
　 ４ ０ 　 突 起 部
　 ４ ４ 　 内 圧 変 形 防 止 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(7) JP 2006-200417 A 2006.8.3



【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

(8) JP 2006-200417 A 2006.8.3


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

